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本書� n-市民社会」と!性一一点アジアに生きる一-1 の企同!の他行は、第� 

1 には~:fftl幹二山川の定年退職 (2012年 3 Jj)を記念する意義をもち、第 2には

rI1川がJljl事長を務める� NPO法人「現代の理論・ネl会フォーラム」の会員で本

ーマに関寸る問題関心を共有してきた親しいJi々 に「市民社会j論を系統� 

nワにまとめていただくことであった しい� 1111民社会」論への関心は「バi以

社会ルネサンスJとも� L、われる 紀の「市1[1(2()年の東欧小命1989杯史的には� 

民草命J) を境と� L、� 11 は1995年� 1月の「阪神淡路た定災」� .i足|日に

おける広範なボラシティ� 7'Ijf休の説場から� NPO(非営千人) i 定に至，� 去のif;IJ

る過程を「市民全|二~J を 1 昨 IJX;寸るアソシエーションの誕 '1 とし ζ 計Í1l1d- ;:ム議論

が起こり、� 2011年� 3)J11 11の 収11本大左足災」におけゐ� Lt多くのl¥PO，i打団体

による救援-復旧ボランテイア受け入れ・組織化の評価が注� 1 Jされ、さらにそ

の後の� NPO法の改正・税制改正が本格的なアソシエーション結成から広範な

「市民社会」形成を展望できる地半を拓いたようにl品われる� υ

タイトルに台まれる「共lj:Jは symbiosisUI'物の「共接J i共1てJ)に由来L、� 

symbiotic reJations とは '1 存干 1) 怜亨受のじで柑lL依存が不可欠な問 ii~ o:!:-立i床す

¥;111"

個人」の「向由な により� Irh民社会」がつくられることを� Lがちで

あるが、現実の市民社会(土 問人の尊厳と人格の平等」を� jlLイ入と� Lた↑I'il，人の相

互依存による諸院l係と� Lて、アソシエーション関係としてJI:.IJ比される� 3・� 

J]j後にあらゆる場面で強制される「紳(キスナ)Jはこの立|床での「共生」

を意味すると考えたい。また「共生」は、社会の主流民放の先住民放および少

数以放にあjする不可欠な相� /1:依存関係を泊、|味するコンセプトでもある c さらに� 

~ JI{!I"~ は、 l也士1]1的には「隣人を選ぶことのできなしリ束アジアに生きる私た

ちの諸隣凶・地域との「共有リを業従づけるコンセブトでもあろう

る。「市民社会」を円jHじるとき、� ¥共同体的規制から fi 1'1.された「独立したJ'(1

一』圃圃



-圃圃 

11 :土しがき 川

こうした相座のもとに編者は、� NPOのM究公報白者や)JfリNEWSLιTTER、

季刊� FORUIlIOPINIONの論者向;写稿者を中心に、閣担関心を共有すふ会民に

本書へのさ古稿をお胤し、したc 口次にあらわれた硝続編集の枠組みは、� idJ民

社会」論の盟論的変造を跡1.Jけ社会変干の新しい見通しを考える、� 11<1の基本法

である憲法と社会の基本法である民法から歴史的に� irlJ民討会」を考える、� 1:)七

生Jの課題との関連で琉球先住民族論と琉球・ヤマトの祭杷を考える、「京;ア

ジアに生きる」夜、たらからソウル新市長を誕生させて新しい風を起こした韓同� 

1 市民社会]に学ぶ、|市民社会」と対立し絶えず崩壊させる日本の「駅間」の

論理を考える、そして段段に編者と� r[1田勝氏との〔対訣)で「変革の主体と

しての社会|論から� r3・11東日本大震災・福島原発過酷事故」後の復Wl.復

興を課題とする日本社会における「市民社会」論の果たすべき今後の役割を考

える、というものとなった。次に、 仁のような枠組みにおける本吉各寄稿計の� 

NPO寄稿論稿との関係を簡潔に招介しておきたい

鈴木信雄氏は、 il~ 典を読む」を:'1EWSLETTER 2008i!二日月号の柏田l圧|郎

制J主のイ、日1:(.容認が必要J (KEWSLιTTER20l0年 5 月 -~J' )があゐ

iI主干71喜:守太氏は� NPOの沖縄M究会のiI':uhl青任者であるが、liJI:究会幸Il古の論

稿と� Lては「沖縄戦における日本軍の法的責任につV'て� 1(FORlJ1vIOPI;¥il0;¥i3 

号、� 200S年10月j および「琉球先住民族論J(同 7日、� 2009年12月)などがある。

樋口淳氏には、� 1[書評〕筏出多敦「琉球の国家祭杷制度jJ (NEWSLETTER 

2010年� 7月)および� il書:詐j後出多敦� l琉球技同運動 抗日の思想、と行動jJ

(同2011年� 4月)がある。樋口氏には琉球一韓国一ヤマトを比較する民俗学の

作l里子カfある ρ

丸山茂樹氏は韓同「市民社会� 1r市民政治� iウオソチャーであるが、� NPOrサ
ロン型初|究会j幸Il'i"~:命摘に「転換点に立つ韓国の社会運動と三千三明 l専政権Jf=

(FORl!¥lI OPINION 9号、� 2010年� 6月)および「韓国の政治・� iJ会の現用I剖

と新� Lい生協法、� 3年日の社会的企莱育成法J (10;"111 号、� 2010年12月)があり、� 

l 報官(作1口J~1lに問するシンポジウム「日韓市民社会形成と人権・平和・?で生 J

12号、� 2011守三日月〉が、ある� 

として以役|四月連載、j[日1への道[を第rt社会r;「ヨ←口、ソパとは何かj市[;1『者� 社会」論と「世間」l~打r報台i才ルタクラブ研究会1-NPO~こは、I11τ~I記者j ':1

第� 21司が� F.ベーコシ日夕同の進歩jrーユーアトランティスjrノヴム・オル

力、ヌょ、』、第� 3回ジョン 口、ソク� i統治二 、 第 �  1恒lジャンニジヤヴク・ル

ソー i 人同不平ペl~ 起論 1 、治 5 111)アダム・スミス� :iEif音感情諭』、箔� 6回マッ

クス・ウエ←パー『プロテスタシテ子ズム� (1)倫J:1e資本主誌の干吉村)11l で、あった〆

本書 l-jii'sf品には鈴木氏の一貫した古典への視野があらわれている u

山旧� IJ弘氏� (NPO fl[I事・運営妥員� iiNPOの研究会「新� Lい変革の理論を

与えるオ� jレタクラブ」の企両のヰ:心にあって2011年� 5月から� 1年間� i市民社会j

却のテーマのもとに研究会通営をしているが、「変� it存の主体としての相会」論

信与を手干IjFORU1vIOPI:'1ION 14サ� (2011年10月)か人連載中である。

内保)'e;1孝氏には、� NPOの「憲法・平和刷究会」報告� iFl本凶憲法と民主主

義 ト、イツの� jたたかう民主主義』との達しリがある� (FORUM OPI~ION 

6号、� 2009午8月).c 

木幡丈ftl氏には、論稿「選択的夫婦別姓論議の基本問題 家旅悶係法と� pl籍

論の交isJがあり、本� 号、所w前橋のもとになった。l z.

本書� (I)'["H各l 市民全1:.会l 1?土純粋に手術的なものではなく、� i 二公共の)-.1所rf!iJを

自IJ 出する!という結成・活劫 U 的を掲げるう~PO rJjHにの理論・社会フォーラ

ムJ(この XPO自体か小文字の� rdi民社会」である)の公員、諸wjf究会(合

計� 7倒究会が連常されている)の参加と;ーに問題志識を共有寸ることを訴え、今

後の研究会での論議をWJ侍する問題提起の占である。� 

1~司苛の努力不足を上 18[ る寄稿者のご協力があり、予定よりも本吉発行が巡れ

たものの、各寄稿者工会日が属する� NPOr現代の理論・社会フォーラム」の� 

2012年度通常総会前に刊行ができた。日本経lJ守詳論社編集者の谷[1京延氏のご� 

げるのLI:者;に!岳謝[j1l!日

2012午� 4)j 

編者・古川純


